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Purpose 
    The objective of this forum is to discuss the 
power of community, the role of schools as the 
community centers, new forms of volunteer aid. 
These are all found important during the recovery 
process from the Great East Japan Earthquake. We 
have invited four speakers to deepen our 
understanding these important issues in disaster 
communication. After the four presentations, a panel 
discussion was held for further discussion. 
 
Achievement and Results 
   First, Assoc. Prof. Shaw made a presentation 
entitled “Disaster prevention in community and 
school: lessons from the Great East Japan 
Earthquake.” He reviewed the characteristics of this 
disaster and damages in school, and emphasized the 
importance of the linkage between school and 
community with many examples. Then, Mr. Yukihiko 
Oikawa, a member of the school board of Kesannuma 
City talked about the post-disaster situation, the 
process for resuming their school, the importance of 
school in community, and the linkage with community 
for disaster prevention education. Assoc. Prof. 
Nagata made a presentation on pairing support, 
emphasizing the importance of flexible and open 
human networks. Lastly, Prof. Okada showed various 
examples on community-based communication. 
   In the following panel discussion, the panel 
received may questions from the audience. It was a 
great opportunity for us to exchange information and 
opinions on various issues related to the earthquake 
and disaster prevention. 
 

 

 
 
 
 

 
 

 
   



第 1１回 京都大学 地球環境フォーラム 

地域・学校を通じた防災コミュニケーション 
 
代 表 者： 越後信哉 
開催日時： 2011 年 7 月 23 日 
開催場所： 京都大学百周年時計台記念館国際交流ホール III 
 
主  催： 京都大学大学院地球環境学堂 
共  催： 京都大学グローバル COE プログラム「アジア・メガシティの人間安全保障工学拠

点」 
 
講 演 者： ショウ ラジブ（京都大学准教授），及川幸彦（気仙沼市教育委員会学校教育課副参事兼指

導主事），永田素彦（京都大学准教授）， 岡田憲夫（京都大学教授）（講演順） 
参加人数： 約 70 名 
主な参加者： 地球環境学堂教員，工学研究科教員，地球環境学舎院生，学部生，一般市民等 

 
 
目的・概要 
 災害時に浮き彫りになる地域力、その鍵となる学
校、地域の人と共に作り上げるボランティア支援の
新たな形など、東日本大震災をめぐり明らかになり
つつある防災コミュニケーションに関する教訓と課
題について， 4 人の方にご講演いただくと共に，総
合討論を行いました。 
  
シンポジウムの様子・得られた成果 
 まず，ショウ ラジブ准教授からは，学校防災と
地域防災のつながり： 東日本大震災からの教訓と題
して，今回の震災の地域特性，学校の被害，復興に
向けた課題，事例紹介，最後に学校と地域のつなが
りについてお話しいただきました。 
 次に，気仙沼市教育委員会の及川幸彦氏からは，
学校での被災の生々しい状況，その後の学校再開ま
での苦労，コミュニティにおける学校の重要性，防
災教育と地域の連携についてご講演いただきました。 
 永田准教授からは，対口支援（ペアリング支援）
について，水平的・相互的関係や柔軟でオープンな
ネットワークの重要性についてお話しいただきまし
た。 
 最後に，岡田憲夫教授からは｢大災害のリスクから
の命と生活を守る地域力とコミュニケーション力｣
と題して，様々な事例についてご紹介いただきまし
た。  
 続いて，総合討論では会場からの質問に答える形
でディスカッションを行い，様々な質問が寄せられ
ました。多くの市民が参加するなど，この問題に対
する関心の高さがうかがわれました．  

 
 

 
 
 
 

 




